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今
週
の
紙
面 新婦人のタペストリー

（７面「主張」）

■２面 ニュース ■３面
読者のページ／まんが／

パズル ■４面～５面 酪
農・畜産対策／メディア／
ホットライン ■６面 り
んごレシピ／文化／母の歴
史 ■７面 新婦人の活動
／主張／自然とあそぼう！

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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「明るい民主大阪府政をつくる会」から無

所属で立候補。日本共産党元参議院議員

〈表３〉 首長と地方議会の権限・仕事

首長－自治体を統轄
とうかつ

、代表する人、事務を管理・執行／事務〈議会への議案提
出、予算の調製と執行、会計の監督、財産の取得・管理・処分、公の施設
の設置・管理・処分、証書・公文書類の保管〉

地方議会－条例の制定・改廃、予算の決定、決算の認定、地方税の賦課徴収等

〈表２〉 地方自治体の

仕事ってこんなに身近

Ａ市ホームページ

「くらしのガイド」の項目より

戸籍・住民登録／税金・保険・

年金／高齢者の方へ／子育て／

教育・学校／健康・医療・衛生

／生活支援／障害者福祉／ごみ

・リサイクル・環境／住まい／

まちづくり／生涯学習・スポー

ツ・文化／地域活動・ボランテ

ィア活動／仕事・産業／救急医

療・防災・防犯／各種相談…
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